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≪≪次代を担う高校生議会次代を担う高校生議会≫≫アニバーサリー講座アニバーサリー講座

綾部市議会設立 75 周年記念事業
「次代を担う高校生議会」を開催！

　日　時：令和 7 年 10 月 22 日（水）
　　　　　午後 1 時 40 分 ～ 3 時 30 分（予定）
　綾部高等学校 2年生の代表者が、自分たちが描く綾部
市の未来について発表する様子を綾部市議会ホームペー
ジからライブ中継でご覧いただけます。お楽しみに！



Ayabe City Assembly News Report 2

Digest
６月定例会

　令和７年６月定例会を６月９日から27日までの19日間の会期で開
催しました。
　本定例会では市長から提案された議案24件を審議しました。議案に
ついては、いずれも原案のとおり可決・承認したほか、議会から提案し
た意見書１件を可決しました。（採決の結果は4ページに記載）
　上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しました。そ
の内容は次のとおりです。

●避難所に備蓄資機材等を整備
大規模災害などの発生時に、迅速かつ円
滑に市民の安心・安全を確保するため、備
蓄資機材などの「動産の取得」について提
案がされました。
12地区の拠点避難所と福祉避難所１か所
に、ポータブル電源、簡易トイレ、ワンタッ
チ間仕切りテント、ワンタッチベッドや間仕
切りテントを購入するもので、総額 2,838
万円との説明がありました。
質疑の中で、「資機材を保管する場所は」
との質問に対し「保管用倉庫を新たに整備す
る」との答弁がありました。また、「資機材
は地元のイベント等でも使用可能か」との質
問があり、「平時のイベント等でも使用でき
るので周知したい」との答弁がありました。
意見として「高齢者や障害のある方なども
利用しやすいユニバーサルデザインを採用
するよう努めること」とありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりまし
た。

●新築借上型市営住宅１棟を新たに設置
市内 13棟目となる借上型市営住宅１棟を
井倉町に設置するため、「綾部市営住宅設置
及び管理条例」の一部改正が提案されました。　　　　
２階建てで１LDK３戸、２LDK３戸の計
６戸が新たに整備され、12月から入居が可
能、８月から新規入居者の募集を開始する予
定との説明がありました。
質疑の中で、「市営住宅の現在の入居状況
と今後の整備計画は」との質問に対し、「借
上型市営住宅 84戸に対し空き家が４戸で入
居率は 95％、整備計画は 113戸で、今回の
建設により 90戸が整備済みとなる」との答
弁がありました。
意見として、「老朽化している既存市営住
宅の入居者に対して新設住宅への住み替え
を斡旋し、空き家となった市営住宅の解体
整理を進めること」とありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりまし
た。

総務教育建設委員会 能登半島地震の教訓から避難所用資機材を整備
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Digest
産業厚生環境委員会

●郵便局でのマイナンバーカード電子証明書更
新事務開始　市民の利便性向上と窓口混雑緩
和へ
市民のマイナンバーカード電子証明書更新
に伴い、来庁集中による窓口の混雑を避ける
ため、市内の郵便局３局に更新事務を委託し
ます。対象は綾部本町郵便局、物部郵便局、八
津合郵便局の各郵便局で、署名用・利用者証
明用暗証番号の設定やカード券面事項の変更
事務を取り扱います。
これは、令和７年から令和９年にかけて、
令和２年から令和４年に発行されたカードの
５年目の更新時期が集中することを見越した
措置となっています。郵便局での取扱は法整
備により可能となり、市役所窓口の混雑緩和
と市民の利便性向上を図ります。
令和７年７月１日に契約締結後、機材設置
や職員研修を経て、令和８年２月頃の運用開
始を目指します。年間約630万円の維持費
と１件あたり約
1,200円の手数
料は、全額マイ
ナンバーカード
交付金で賄われ
ます。

●綾部市工業団地、分譲価格を値下げへ
　企業誘致促進と経済活性化に期待

綾部市工業団地の分譲価格について、この
度見直しが行われます。平成12年の分譲開
始以来、平成23年に一度見直されたが、それ
以降は据え置かれていました。
現在、工業団地内には３区画の空きがあり、
これまでは、近隣市の工業団地よりも高額で
あることが誘致につながらない要因となって
いたことから、この状況を改善し、早期の企
業誘致を進めるため、分譲価格の改定が必要
と判断したということです。
今回の価格改定は、平成22年度と現在の
令和７年度の土地評価額を比較し、その減少
率（16.43%から19.13%）を分譲価格に反
映させるというものです。今回の分譲価格の
改定により、現時
点で引き合いのあ
る案件への対応や、
競売で落札された
区画の早期活用を
目指します。
今後は、企業誘
致の促進、税収増
加、そして新たな
雇用創出が期待さ
れます。

市内郵便局でマイナンバーカード更新事務を開始

●令和７年度一般会計補正予算（第１号）
令和６年度に物価高騰対策として実施した
定額減税補足給付金について、本来受ける調
整給付額に差額が生じている人に不足額を支
給するほか、健康な暮らしを守るため、高齢
者等に新型コロナの重症化を予防する定期接
種の実施やあやバス利用者の利便性向上、運
行ダイヤの効果的な改正を行うため乗降調
査等を実施する予算が拡充されるなど、総額
１億4,433万７千円が追加されました。
＜主な事業＞
　・定額減税不足額給付金支給事業費
　・予防接種事業費
　・あやバス運行費

●令和７年度一般会計補正予算（第２号）
エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影
響を受ける市民生活の支援や市内経済を活性
化するためのプレミアム付き商品券の発行に
係る予算が拡充されたほか、国政選挙に準じ
た選挙関係条例の一部改正に伴い、各選挙に
おける投票管理者や投票立会人等の報酬額等
の改定による予算が追加されました。
＜主な事業＞
・販売促進キャンペーン事業費
・参議院議員選挙費
・市長選挙費

その他、専決処分事項の報告１件について
審査を行い、採決の結果、３議案とも全員賛
成で可決及び承認となりました。

予算決算委員会 市民生活や健康増進を支援

綾部市工業団地綾部本町郵便局
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●医療・介護労働者の持続的賃金改善を国に求める請願
提案者：京都医療介護労働組合連合会　執行委員長　勝野由起恵　氏

採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

● ｢ 綾部市安全安心のまちづくり推進協議会 ｣ の組織的名称の削除についての本来の
　活動の主旨を超越した名称としての対応の配慮の陳情

陳情者：村上　修　氏 採決の結果、賛成なしで不採択となりました。

●綾部市内の所在地名の「鍛治 ( かじ )」に由来するものの巷での「冶」の字の使用に
　ついての再許可議決の促しに関する陳情書 no.16

陳情者：村上　修　氏 採決の結果、賛成なしで不採択となりました。

●市に赤ちゃんポストの設置要請
陳情者：福井　貴斗　氏 採決の結果、賛成少数で不採択となりました。

陳情審査

請願審査
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Ｑ　

昨
年
の
米
騒

動
を
契
機
に
、
全

国
的
に
米
が
不
足

し
、
価
格
が
２
倍

近
く
ま
で
高
騰
し

て
い
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
長
年
に

わ
た
る
減
反
政
策

の
影
響
に
加
え
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
水
田
の
作
付
面
積
の
減
少
、
さ
ら
に

農
業
資
材
の
高
騰
な
ど
の
要
因
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
今
後
の
米
の
価
格
の
見
通
し
は
。

Ａ　

米
の
価
格
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
市
場
動
向
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
た
め
、
市
と
し
て
明
確
な

見
通
し
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
仮
に

供
給
量
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
米
価

は
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

従
来
の
農
業
施
策
で
は
、
米
の
過
剰
生
産
に

対
応
す
る
た
め
減
反
施
策
が
と
ら
れ
、
水
田
の

作
付
面
積
を
縮
小
し
て
き
た
が
、
今
回
の
よ
う

な
供
給
不
足
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
作
付

面
積
の
拡
大
を
促
す
方
向
へ
と
施
策
を
見
直
さ

れ
る
可
能
性
は
。

Ａ　

今
後
、
米
政
策
の
見
直
し
は
検
討
さ
れ
る
と

思
う
が
、
大
豆
や
小
麦
等
、
日
本
食
に
欠
か
せ

な
い
食
材
・
原
料
も
自
給
率
が
低
い
た
め
、
単

純
に
米
へ
と
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に

く
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
や
所
得
補
償
を
含
め

た
米
価
の
変
動
対
策
が
重
要
な
課
題
と
考
え
て

お
り
、
消
費
者
の
理
解
や
意
識
の
醸
成
を
図
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

農業施策について問う民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お

Ｑ　

昨
年
４
月
か

ら
、
障
害
の
あ
る

方
へ
事
業
者
に
よ

る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ

れ
た
が
、
そ
の
内

容
は
。

Ａ　

障
害
の
あ
る
人

へ
の
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
を

禁
止
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
合
理

的
配
慮
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
実
施

に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ　

過
重
な
判
断
が
、
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
の

理
由
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
障
害
の
あ
る
人
と

事
業
者
が
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

Ａ　

障
害
の
あ
る
市
民
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
対

応
、
事
業
者
等
に
合
理
的
配
慮
の
提
供
や
環
境

の
整
備
、
建
設
的
対
話
に
つ
い
て
助
言
。
さ
ら

に
、
市
内
事
業
者
へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、

出
前
講
座
の
案
内
、
広
報
ね
っ
と
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

合
理
的
配
慮
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
人
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
他
市

で
は
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
な
ど

の
取
組
例
が
あ
る
が
、
本
市
の
今
後
の
方
向
性

は
。

Ａ　

障
害
の
あ
る
市
民
と
事
業
者
等
と
の
関
わ
り

を
通
じ
た
理
解
促
進
を
重
点
的
に
考
え
て
い

る
。
可
能
な
限
り
当
事
者
に
協
力
い
た
だ
く
ス

タ
イ
ル
を
基
本
と
し
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

適
切
に
行
わ
れ
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

合理的配慮について問う創政会　　後
ご

　藤
とう

　　光
ひかる

市政を問う

　６月17日から19日までの３日間にわたって13人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問
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一般質問

Ｑ　

万
引
き
の
認

知
件
数
は
、
ほ
か

の
犯
罪
同
様
に
減

少
は
し
て
い
る

が
︑
全
刑
法
犯

認
知
件
数
に
占
め

る
万
引
き
の
認
知

件
数
の
割
合
は
微

増
傾
向
に
あ
る
。
官
民
に
よ
る
会
議
体
を
設
置

し
、
各
組
織
が
連
携
し
て
、
万
引
き
に
関
す
る

総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
、
事
業
者
間
で
も
万

引
き
事
件
や
、
そ
の
対
策
に
関
す
る
情
報
を
共

有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。
万
引
き
の
発
生
件
数
の
推
移
は
。

Ａ　

万
引
き
の
発
生
件
数
の
推
移
に
つ
い
て
、
全

国
的
に
認
知
件
数
は
平
成
16
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
い
る
が
、
刑
法
犯
認
知
件
数
に
占
め
る

万
引
き
認
知
件
数
の
割
合
は
、
高
い
水
準
に
あ

る
。
綾
部
市
で
の
認
知
件
数
は
、
平
成
27
年
が

14
件
、
令
和
元
年
が
６
件
、
令
和
６
年
が
７
件

と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

万
引
き
は
窃
盗
罪
で
あ
る
と
同
時
に
、
小
売

業
で
働
く
労
働
者
に
負
担
や
不
安
を
与
え
、
小

売
業
者
に
多
大
な
損
失
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

本
市
で
の
認
知
件
数
は
少
な
い
が
、
対
策
が
必

要
。
万
引
き
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

Ａ　

た
か
が
万
引
き
と
、
万
引
き
を
軽
視
す
る
風

潮
を
払
拭
し
、
万
引
き
を
許
さ
な
い
社
会
機
運

の
醸
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
万
引
き
は
犯

罪
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め
、
関
係
機
関

や
綾
部
警
察
署
等
と
連
携
し
、
広
報
啓
発
活
動

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

万引き対策についての見解は民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

Ｑ　

一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
全
国

的
に
も
急
増
し
て

お
り
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
支
援

は
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
本
市
に
お

け
る
高
齢
者
単
独

世
帯
の
孤
立
・
孤
独
死
の
現
状
は
。

Ａ　

綾
部
市
の
集
計
は
な
い
が
、
警
察
庁
が
公
表

し
た
令
和
６
年
の
京
都
府
内
の
警
察
取
扱
死
体

の
う
ち
、
自
宅
で
死
亡
し
た
一
人
暮
ら
し
の

者
１
，
４
６
６
体
で
、
そ
の
内
、
65
歳
以
上
は

１
，
１
２
５
体
で
あ
る
。

Ｑ　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
、
緊
急

連
絡
先
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
保
管
場

所
、
葬
儀
等
の
生
前
契
約
な
ど
、
11
項
目
の
情

報
を
市
に
登
録
し
、
必
要
時
に
市
が
病
院
や
消

防
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

終
活
情
報
登
録
伝
達
事
業
を
導
入
し
て
は
。

Ａ　

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、

真
に
必
要
な
支
援
は
何
か
を
様
々
な
関
係
機
関

と
検
討
し
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や
課
題

を
は
じ
め
、
動
向
な
ど
注
視
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

今
後
、
高
齢
者
単
独
世
帯
が
増
え
て
い
く
中

で
、
大
切
な
支
援
は
。

Ａ　

本
人
の
自
己
決
定
を
支
援
す
る
こ
と
と
、
終

末
期
の
段
階
で
起
こ
り
得
る
課
題
を
自
分
の
大

切
な
人
に
伝
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

金
銭
管
理
等
の
生
活
上
の
課
題
や
死
後
事
務
等

に
関
す
る
意
思
決
定
を
包
括
的
に
支
援
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

身寄りのない高齢者の終活支援は公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ ゆ り

百合

Ｑ　

今
年
２
月
、
日

本
共
産
党
議
員
団
は

「
く
ら
し
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
、
「
苦
し
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
苦
し
い
」
が
合
わ

せ
る
と
83
％
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
降
も
米
価
高
騰
で
よ
り
暮
ら
し
の

影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
市
で
は
米
価

高
騰
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
支
援
策
を
講
じ

て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
暮
ら
し
の
影
響
と

支
援
策
は
。

Ａ　

米
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
家
計
に
お
け
る
食

費
の
支
出
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
で
、
特
に
低

所
得
者
世
帯
に
お
け
る
影
響
は
大
き
い
。
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ

の
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
へ
学
校
・
保
育
所
等

へ
の
給
食
の
副
食
費
の
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
発
行
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
負
担

軽
減
と
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

Ｑ　

市
民
の
米
の
入
手
に
つ
い
て
、
農
家
や
直
売

所
か
ら
の
購
入
が
多
く
、
地
元
産
を
求
め
て
い

る
。
市
民
が
主
食
の
米
を
安
定
的
に
確
保
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
等
の
対
策
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

Ａ　

主
食
で
あ
る
米
を
確
保
で
き
る
体
制
づ
く
り

は
重
要
と
考
え
る
。
本
市
に
は
、
水
稲
作
付
面

積
が
一
定
あ
り
、
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
と
連
携

を
図
り
、
地
元
産
米
の
安
定
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
生
産
者
団
体
や
流
通
事
業
者

と
連
携
し
、
市
内
で
の
米
の
確
保
、
流
通
の
強

化
が
図
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

米の価格高騰支援と安定供給を日本共産党　　吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ
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Ｑ　

今
回
、
環
境
省

が
実
施
す
る
「
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
等
の
濃
度
低
減

に
関
す
る
実
証
事

業
」
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。
目
的
や
技

術
、
検
証
を
す
る
効

果
は
。

Ａ　

今
回
の
実
証
事
業
は
、
環
境
中
の
高
濃
度
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
対
し
、
効
果
的
な
濃
度
低
減
対
策
に

つ
い
て
の
知
見
を
充
実
さ
せ
る
も
の
。
本
市
で

は
、
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
放
流
水
を
対
象
に

実
証
が
行
わ
れ
、
公
募
で
集
ま
っ
た
技
術
案
を

環
境
省
と
有
識
者
が
現
在
選
定
中
で
あ
る
。

Ｑ　

今
回
の
実
証
が
一
過
性
で
終
わ
る
こ
と
へ
の

不
安
の
声
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
令
和
８
年
度
以

降
の
継
続
的
な
取
組
に
つ
い
て
、
市
の
基
本
的

な
考
え
方
や
、
国
・
府
と
の
連
携
、
今
後
の
要

望
方
針
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　

令
和
８
年
度
以
降
の
取
組
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
国
の
方
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
対
策

の
継
続
は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
京
都
府
と

連
携
し
つ
つ
適
切
な
時
期
に
環
境
省
へ
要
望
し

て
い
く
。
ま
ず
は
、
実
証
事
業
の
効
果
や
維
持

管
理
費
の
見
通
し
を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　

実
証
事
業
の
進
捗
や
成
果
、
市
の
取
組
に
つ

い
て
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

実
証
事
業
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
環
境

省
と
連
携
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
丁
寧
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

PFAS実証事業について問う創政会　　柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず

Ｑ　

農
林
水
産
省
の

新
規
事
業
で
あ
る
農

作
物
等
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
関
す
る
交
付
金
事

業
は
、
①
実
態
把
握

と
安
全
性
の
確
認
・

向
上
対
策
の
有
効

性
、
実
行
可
能
性
の

検
証
へ
支
援
す
る
。
②
対
象
は
限
定
さ
れ
ず
本
市

全
域
で
あ
る
。
③
市
町
村
や
農
業
団
体
等
の
申
請

に
よ
り
国
が
支
援
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
実
態
解

明
、
安
全
性
の
確
認
と
向
上
を
願
う
住
民
の
声
に

応
え
活
用
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

国
に
お
け
る
支
援
の
方
向
性
と
し
て
、
市
と

し
て
も
大
変
意
義
深
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
農
林
水
産
省
の
調
査
研

究
事
業
を
着
実
に
進
め
、
そ
の
評
価
方
法
や
科

学
的
知
見
の
結
果
を
踏
ま
え
て
地
域
や
課
題
を

見
極
め
た
い
。

Ｑ　

交
付
金
事
業
と
調
査
研
究
事
業
は
目
的
が
違

う
。
両
方
活
用
し
て
こ
そ
住
民
の
願
い
や
不
安

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
物
部
保

育
園
の
園
庭
の
畑
や
犀
川
下
流
域
の
農
作
物
等

も
交
付
金
事
業
の
対
象
と
な
る
。
本
市
が
責
任

を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
。
ま
た
、
事
業
の
周
知

や
広
報
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ

て
丁
寧
に
説
明
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

発
生
源
の
調
査
、
研
究
及
び
対
策
へ
の
地
元

の
強
い
要
望
に
引
き
続
き
応
じ
た
い
。
ま
た
、

地
元
住
民
以
外
や
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、
相
談
に
は
応
じ
た
い
。
周
知
や

広
報
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農作物等のPFAS対策の強化を日本共産党　　塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

Ｑ　

80
代
一
人
暮
ら

し
の
男
性
か
ら
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
と
の
申
出
が

あ
り
、
買
物
に
出
か

け
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
偏
り
が
ち
に
な

る
食
事
を
補
う
こ
と

や
介
護
予
防
の
点
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
が

必
要
だ
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
判
断
さ
れ
た
。

買
物
に
行
け
る
こ
と
か
ら
認
定
さ
れ
ず
、
さ
ら

に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
追
加
提
出
さ
れ
た

が
、
関
係
者
会
議
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
会

議
ま
で
に
１
か
月
以
上
保
留
と
な
っ
て
い
る
例

が
あ
る
。
専
門
職
で
あ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

ら
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
は
、
ど
の
よ
う
な

審
査
を
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

本
市
実
施
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
加
齢
ま
た

は
障
害
の
た
め
食
事
の
支
度
が
困
難
な
在
宅
の

高
齢
者
ま
た
は
心
身
障
害
者
に
対
し
、
定
期
的

に
夕
食
を
自
宅
に
配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
高
齢

者
等
の
安
否
確
認
・
自
立
的
生
活
の
充
実
、
社

会
的
孤
立
の
解
消
を
目
的
と
し
て
い
る
。
対
象

者
の
要
件
に
該
当
す
る
か
を
審
査
す
る
た
め
、

申
請
書
の
他
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
支
援
者

に
食
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
、
利
用
者
基
本

情
報
及
び
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
作
成
、
提
出
い

た
だ
き
、
記
載
内
容
か
ら
総
合
的
に
判
断
を
し

て
い
る
。
最
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
関
係
者
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

配食サービス申請後の対応は日本共産党　井
い

　田
だ

　佳
か よ こ

代子
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Ｑ　

高
齢
化
が
進

み
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
増
え
て
い

る
。
体
や
心
の
衰
え

を
防
ぐ
た
め
に
も
、

日
々
の
見
守
り
が
大

切
で
あ
る
が
、
本
市

で
は
ど
の
よ
う
な
見

守
り
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

本
市
で
は
、
緊
急
通
報
装
置
や
通
信
機
能
内

蔵
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
よ
る
異
変
検
知
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
声
か
け
に
よ
る
見
守
り
を

実
施
し
て
い
る
。
加
え
て
、
民
生
委
員
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
、
郵
便
局
・
配
達

業
者
な
ど
８
社
と
協
定
を
結
び
、
日
常
業
務
中

に
異
変
が
あ
れ
ば
通
報
す
る
仕
組
み
を
整
備
し

て
い
る
。

Ｑ　

例
え
ば
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
た
り
、
夜
中
に

Ｔ
Ｖ
や
電
気
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
り
と
、

普
段
と
違
う
様
子
に
気
付
い
た
時
、
す
ぐ
に
警

察
へ
通
報
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
相
談
で
き

る
窓
口
や
地
域
の
受
け
皿
の
よ
う
な
仕
組
み
が

あ
る
と
安
心
だ
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
体
制

は
あ
る
の
か
。

Ａ　

近
隣
住
民
や
民
生
委
員
な
ど
か
ら
異
変
に
関

す
る
連
絡
が
、
市
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
市
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
対
象
者
の
安
否
を

速
や
か
に
確
認
す
る
た
め
、
現
地
で
の
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
、
民
生
委
員
や
自

治
会
役
員
と
自
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
安
否
確
認
に
努
め
て
い
る
。

見守り活動や孤独死予防を問う民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ

Ｑ　

綾
部
市
は
、
今

年
市
制
施
行
75
年
を

迎
え
た
。
こ
の
間
、

少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
に
よ
り
人
口
は

年
々
減
少
し
て
い
る

中
で
あ
っ
て
も
、
住

民
と
行
政
を
結
ぶ
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
自
治
会
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
、
最
も
求
め
ら
れ
る
の
は
女

性
の
自
治
会
参
加
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え

は
。

Ａ　

自
治
会
に
お
い
て
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
を

は
じ
め
、
役
員
の
な
り
手
が
不
足
す
る
な
ど
今

後
の
組
織
運
営
に
課
題
が
生
じ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
を
行
う

た
め
に
は
、
女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
住

民
の
意
見
が
意
思
決
定
の
場
で
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
会
女
性
活
躍
促
進
事

業
の
取
組
を
始
め
て
い
る
。
徐
々
に
副
自
治
会

長
や
組
長
に
就
か
れ
る
女
性
が
増
え
て
き
て
い

る
。

Ｑ　

女
性
が
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男
女
と

も
に
市
民
の
意
識
改
革
が
必
要
で
、
広
く
市
民

に
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
考
え
は
。

Ａ　

自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
社
会
に
お
い

て
、
女
性
が
役
員
等
に
就
任
す
る
た
め
に
は
、
男

女
が
と
も
に
自
治
会
運
営
を
担
っ
て
い
く
と
い
う

意
識
へ
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
女
性
活
躍
推
進
講
演
会
と
題
し
て
、
地
域
社

会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
を
予
定
し
て
い
る
。

男女共同参画推進について問う酪友会　　河
かわ

　北
ぎた

　ひさ子
こ

Ｑ　

環
境
省
で
は

４
月
に
「
市
町
村

に
お
け
る
リ
チ
ウ

ム
蓄
電
池
等
の
適

正
処
理
に
関
す
る

方
針
と
対
策
に
つ

い
て
」
の
通
知
を

各
都
道
府
県
に
発

し
た
が
、
綾
部
市
で
は
充
電
式
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
が
原
因
と
さ
れ
る
火
災
発
生
が
あ
る
の

か
。

Ａ　

原
因
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
令
和

５
年
６
月
に
綾
部
市
第
二
最
終
処
分
場
に
お
い

て
火
災
が
発
生
し
た
。
ま
た
燃
や
さ
な
い
で

処
理
す
る
ご
み
の
収
集
途
中
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
パ
ッ
カ
ー
車
か
ら
火
や
煙
が
出

る
な
ど
の
火
災
も
数
年
に
１
回
程
度
発
生
し
て

い
る
。

Ｑ　

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
類
を
内
蔵
し
た
廃
棄
物
の

現
状
の
収
集
方
法
は
、
40
ｃｍ
以
下
は
「
燃
や
さ

な
い
で
処
理
す
る
ご
み
」
と
す
る
か
「
受
け
入

れ
な
い
ご
み
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

火
災
発
生
の
危
険
が
あ
り
、
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池

類
の
廃
棄
物
の
分
別
収
集
や
保
管
方
法
、
市
民

周
知
な
ど
に
つ
い
て
、
環
境
省
の
通
達
に
従
い

今
後
収
集
の
取
扱
い
や
処
理
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

本
年
度
市
が
契
約
し
て
い
る
乾
電
池
等
の
処

分
業
者
で
は
、
市
が
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
を
回
収

し
て
も
処
理
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
来
年
度
以
降
は
、
適
正
処
理
が
可
能
な
事

業
者
と
の
契
約
が
行
え
る
よ
う
、
検
討
や
各
種

調
整
を
進
め
て
い
く
。

リチウム蓄電池類の収集と処理は民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき
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一般質問

令和７年９月定例会の日程予定
９月定例会は、９月１日から10月６日までの36日間の会期で予定しています。

９月 １日（月）　本会議（議案上程、人事案件採決）

　　 ８日（月）　請願受理締切り（正午）

　　 ９日（火）～11日（木）　一般質問

　　12日（金）　総務教育建設委員会

　　16日（火）　産業厚生環境委員会

　　17日（水）　予算決算委員会（総括質疑）

９月18日（木）　予算決算委員会（予算審査）

　　22日（月）　本会議（採決）

　　25日（木）～10月２日（木）

　　　　　　　 予算決算委員会（決算審査）

10月６日（月）　本会議（決算議案採決）

Ｑ　

今
回
の
米
不
足

の
状
況
を
踏
ま
え
、

政
府
は
増
産
に
転
換

の
方
針
だ
が
、
10
年

後
に
は
全
国
の
農
地

の
６
割
が
耕
作
者
不

在
に
な
る
こ
と
が
地

域
計
画
の
精
査
で
判

明
し
た
と
の
新
聞
記
事
が
出
た
。
綾
部
市
で
の

農
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
を
考
え
た
と
き
、
大

幅
な
米
の
増
産
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

綾
部
市
で
も
地
域
計
画
の
策
定
を
さ
れ
た
が
、

そ
の
10
年
後
の
結
果
と
今
後
、
綾
部
市
で
も
お

米
を
増
産
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ　

地
域
計
画
策
定
に
当
た
り
、
ま
ず
は
２
、
３

年
先
を
目
標
年
度
と
し
て
捉
え
、
将
来
的
に
は
10

年
後
を
目
指
し
整
備
す
る
京
都
府
の
方
針
に
基
づ

き
作
成
し
、
今
後
、
更
新
の
た
び
目
標
地
図
の
精

度
を
高
め
る
も
の
。
米
増
産
に
つ
い
て
は
、
農
地

面
積
や
基
盤
整
備
の
状
況
に
よ
っ
て
米
の
増
産
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
作
り
手
で
あ
る
農
業

者
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
確
保
の
課
題
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
地
域
の
特

色
や
気
候
風
土
を
生
か
し
た
地
域
振
興
作
物
の
育

成
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
単
純
に
米
へ

と
転
換
す
る
こ
と
は
米
価
変
動
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
も
あ
り
、
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
慎
重
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
農
家
の
意
向
や
市
場
動
向
に
よ

り
、
弾
力
的
な
作
付
転
換
の
可
能
性
も
十
分
考
え

ら
れ
る
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
応
可
能

な
体
制
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

綾部市の農業施策について問う創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう

Ｑ　

平
成
28
年
12

月
に
、
再
犯
の
防

止
等
の
推
進
に
関

す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
再
犯
防
止

に
関
す
る
施
策
は

国
だ
け
で
な
く
、

地
方
自
治
体
も
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
今
年
３
月
に
改
定
さ
れ
た
本
市
の
地
域
福

祉
計
画
に
お
い
て
、
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
施

策
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
の
具
体
的
な
取

組
、
特
に
就
労
支
援
や
住
居
支
援
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
か
。

Ａ　

取
組
と
し
て
就
労
の
確
保
は
、
法
務
省
の
犯

罪
白
書
に
よ
る
と
、
刑
務
所
に
再
び
入
所
し
た
人

の
う
ち
、
約
７
割
が
再
犯
時
に
無
職
で
あ
る
。
不

安
定
な
就
労
状
況
が
再
犯
リ
ス
ク
に
結
び
つ
き
や

す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
や
京
都
府
と
連
携
し
た

就
労
に
関
す
る
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
計

画
し
て
い
る
。
住
居
の
確
保
は
、
市
営
住
宅
の
緊

急
入
居
の
対
応
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

よ
る
宿
泊
場
所
や
食
事
の
提
供
等
に
つ
い
て
支
援

を
行
う
計
画
で
あ
る
。

Ｑ　

再
犯
防
止
は
犯
罪
防
止
よ
り
も
難
し
い
。
地

域
住
民
に
も
支
援
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
再

犯
防
止
の
意
義
や
現
状
に
つ
い
て
の
一
層
の
周

知
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
所
見
は
。

Ａ　

犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
機

運
の
醸
成
は
重
要
な
取
組
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
更
生
保
護
団
体
等
が
行
う
再
犯
防
止
活
動

の
更
な
る
周
知
や
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

再犯防止推進計画の主な取組は創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し



小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
の
再
検
討
を

本
意
見
書
は
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
計
画
に

関
し
、
意
見
の
異
な
る
議
員
が
党
派
や
会
派
を

超
え
、
綾
部
市
議
会
と
し
て
懸
念
を
表
明
す
る

こ
と
が
重
要
と
の
観
点
か
ら
合
意
形
成
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
２
点
で
、
一
つ
目
は

京
都
府
の
事
業
費
負
担
額
増
加
に
よ
り
、
府
の

様
々
な
施
策
に
影
響
が
出
る
こ
と
。
法
的
な
負

担
率
で
単
純
計
算
す
る
と
、
京
都
府
単
体
の
実

質
負
担
額
は
、
当
初
計
画
時
の
約
９
９
０
億
か

ら
、
最
大
で
約
３
，
５
４
７
億
と
大
幅
に
膨
れ

上
が
り
、
さ
ら
な
る
増
額
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
工
事
に
よ
り
綾
部
市

民
の
上
水
道
の
水
源
で
あ
る
由
良
川
に
ヒ
素
が

流
れ
出
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
永
久
的
に
必

要
と
な
る
対
策
費
を
国
が
負
担
し
て
く
れ
る
の

か
不
明
な
点
で
あ
る
。

賛成 民政会　種
たね

　清
きよ

　喜
よし

　之
ゆき

抜
本
的
な
制
度
改
正
の
議
論
が
必
要

よ
り
よ
い
診
療
や
要
介
護
者
・
障
害
者
支
援

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
は
、
人
材
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
賃
金
引
上
げ

の
必
要
性
や
公
定
価
格
引
上
げ
の
議
論
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
受
け
て
、
政
府
の

骨
太
方
針
２
０
２
５
に
も
、
医
療
・
介
護
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
の
予
算
に
つ
い
て
、
人

件
費
・
物
価
高
騰
な
ど
を
勘
案
し
た
増
額
を
行

う
方
針
が
明
示
さ
れ
た
。

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
は
、
報

酬
の
引
上
げ
が
一
つ
の
手
法
か
も
し
れ
な
い

が
、
本
来
は
、
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
、
抜
本
的
な
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

趣
旨
は
理
解
す
る
が
、
抜
本
的
な
課
題
解
決

に
繋
が
る
か
、
疑
問
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

反対 民政会　片
かた

　岡
おか

 　英
ひで

　晃
あき
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令和７年度「市民と議会のつどい～AYAまちトーク～」を開催

新
幹
線
よ
り
身
近
な
公
共
交
通
充
実
を

意
見
書
は
、「
事
業
費
が
当
初
か
ら
２
倍
以

上
に
膨
ら
み
、
沿
線
自
治
体
の
負
担
額
も
大
幅

な
増
加
、
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
改
修
や
更
新
、
教

育
・
福
祉
・
産
業
支
援
な
ど
広
範
に
支
障
を
き

た
す
。
由
良
川
上
流
域
の
掘
削
に
よ
る
水
質
影

響
、
搬
出
土
砂
に
は
ヒ
素
の
含
有
等
を
懸
念
す

る
た
め
再
検
討
を
」
と
求
め
て
い
る
。
私
達
は

①
自
然
・
住
環
境
へ
の
影
響
②
莫
大
な
税
金
投

入
③
在
来
線
の
切
捨
て
と
地
方
の
衰
退
を
懸
念

し
て
い
る
。

市
民
要
望
は
、
在
来
線
の
充
実
・
強
化
と
ド

ア
to
ド
ア
の
予
約
制
乗
り
合
い
デ
マ
ン
ド
型
交

通
な
ど
身
近
な
公
共
交
通
の
充
実
で
あ
り
、
こ

れ
に
こ
そ
税
金
は
使
わ
れ
る
べ
き
。

私
達
は
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
に
反
対
で
あ

り
、
意
見
書
は
中
止
を
含
む
再
検
討
と
し
て
賛

成
す
る
。

賛成 日本共産党　井
い

　田
だ

　佳
か よ こ

代子
意
見
第
１
号

意
見
第
１
号  

　
北
陸
新
幹
線
の
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
の         

　
　
　
　
　
　 

再
検
討
を
求
め
る
意
見
書

論討

請
願
第
１
号

請
願
第
１
号  　　

医
療
・
介
護
労
働
者
の
持
続
的
賃
金
改

　
　
　
　
　
　  

善
を
国
に
求
め
る
請
願

国
の
責
任
で
財
政
措
置
を
す
べ
き

こ
の
請
願
は
、「
医
療
・
介
護
業
務
に
見
合

わ
な
い
賃
金
の
低
さ
は
離
職
に
歯
止
め
が
利
か

ず
、
国
民
の
い
の
ち
、
暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
・

介
護
の
『
崩
壊
』
が
始
ま
っ
て
い
る
。
社
会
的
役

割
に
相
応
し
い
賃
金
水
準
を
実
現
す
る
た
め
国

の
財
政
支
援
と
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
引
上

げ
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
」
と
求
め
て
い
る
。

委
員
会
審
査
で
「
報
酬
引
上
げ
は
国
民
負
担

に
つ
な
が
る
」
と
意
見
が
あ
っ
た
が
、
政
府
は

賃
上
げ
に
つ
い
て
「
物
価
高
騰
を
上
回
る
経
済

状
況
を
つ
く
る
こ
と
に
責
任
を
持
つ
」
と
言
っ

て
い
る
。
な
ら
ば
政
府
の
責
任
で
賃
上
げ
実
施

を
す
る
べ
き
。
ま
た
、「
国
の
対
策
が
あ
る
の
で

提
出
は
不
要
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
国

の
施
策
待
ち
で
は
地
方
議
会
の
存
在
意
義
が
問

わ
れ
る
。

賛成 日本共産党　吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ

Ayabe City Assembly News Report

　5月15 日から28 日において、「市民と議会のつどい」を市内12 地区で開催し、237 
名の方にご参加いただきました。3月定例会の報告とともに、令和5年度に議会として政策
提言を行った地域公共交通の内容を説明し、グループワークにて意見交換を行いました。ま
た、地域の課題についても多くの貴重なご意見・ご要望をいただきました。その内容につい
ては、綾部市議会のホームページに掲載しますのでご覧ください。寄せていただいた貴重な
ご意見を市政に反映できるよう力を尽くすとともに、議会の活性化にも取り組んでまいり
ます。引き続き、皆様のご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

綾部市議会ホームページ
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●北陸新幹線の小浜・京都ルートの再検討を求める意見書可決した意見書

可決した意見書は関係機関へ送付しました。

　北陸新幹線の敦賀以西ルートについては、平成 29 年 3 月に与党 ( 自由民主党・公明党 ) 整備新幹線建設推進
プロジェクトチームが「工期・工費・費用対効果」等の観点から小浜・京都間を大深度地下において長大トンネ
ルで堀り進む小浜・京都ルートを決定した。
　ところが、当該小浜・京都ルートは、昨年 8 月に開かれた与党北陸新幹線敦賀・大阪間整備検討委員会において、
資材高騰や人手不足が影響し、概算事業費が当初試算から 2 倍以上の最大 5.3 兆円にも膨らみ、工期も 15 年か
ら最長28年に延びることが国土交通省から報告され、ルート検討時の着工に係る前提条件に大幅な変更が生じた。
　この試算に従えば、沿線自治体である京都府の事業費負担額も大幅な増加が見込まれ、それによって新幹線以
外の公共事業が減少し、老朽インフラの改修や更新等に支障を来たすのみならず、教育・福祉・産業支援など広
範にわたり京都府の諸施策への影響が懸念されている。その影響は、人口減少に苦しんでいる京都府北部地域自
治体においても大きな影響を与えることは容易に想定することができる。
　また、小浜から京都に至る長大トンネルは、「丹波帯」と言われる破砕帯が連なっており、破砕帯でのトンネ
ル工事によって地下水へ大きな影響を与える可能性も指摘されている。さらに、トンネルのルートは京都丹波高
原国定公園の区域内を通過する計画で、綾部市民の上水道の水源として重要な役割を果たしている由良川上流域
を掘削することとなり、水質への影響も懸念されている。加えて、トンネル工事による膨大な搬出土砂の 30％
程度には、酸化するとヒ素が溶出する黄鉄鉱の重金属が含有されており、搬出土砂や湧水等の管理にも永久的な
管理が必要と分析されている。  
　以上のとおり、様々な不安要素が払拭されていない状況下において、当初の計画通りに小浜・京都ルートを強
行することには大きな疑問を抱かざるを得ない。
　よって、国におかれては、現在進められている北陸新幹線の小浜・京都ルートを再検討されるよう強く求める。
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令和７年６月定例会では、13人の議員が市政全般について一般質問を行いました。本号で
は、その一般質問の要旨をはじめ、能登半島地震の教訓を踏まえた避難所用資機材の整備、市
内郵便局で開始されるマイナンバーカードの更新事務、市民生活や健康増進を支援するため

の予算の概要について掲載しています。あわせて、北陸新幹線の小浜・京都ルートの再検討を求める意見書や、医療・介
護従事者の持続的な賃金改善を国に求める請願に関する討論内容も紹介しています。また、今年４月より配信を開始した
YouTube動画「綾部市議会チャンネル」もご視聴ください。ご意見・ご質問・ご要望などがありましたら、お気軽にお寄せ
ください。

編集／広報広聴委員会
◎本田文夫　○塚﨑泰史　後藤光　渡辺小百合　酒井裕史　中島祐子　種清喜之　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記

Ayabe City Assembly News Report


